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．目的
．観測領域の異なる複数の静止気象衛星ヂー
タから全球合成データセットを作成するための
再較正技術を開発する。
．今年度は可視チャンネルについての技術
を開発したロ（昨年度は赤外チャンネル）
はじめに
静止衛星データの
全球合成技術の開発
2010年2月12日
気象衛星センター
ヂータ処理部システム管理課
大野智生、大和田浩美、中山隆一郎、奥山新、
高板絡貧（発表）
可視再較正の方法可視データの経年変化
・光学特性に基づき放射伝達計
算を介して値付けを行うロ
．放射伝達計算
．放射伝達モデルRSTARを使用
[Nak句imaand Tanaka 1986, 1988] 
．晴天海面、晴天陸菌、水雲の三
要素を用いて値付けを行う。
・ 一般に、 衛星搭載の測器の感 ：ど ~工－＝－－＝－~1
度は運用中に変化する :: ~ ＇＇"11'1~九~~~－
運里会期支は尉持i :.:r.) I を活ミ観lij I oso 1----ー ノ I 
・一般に、静止衛星の可視チヤ 闘いLI I 
ンネルには較正機能がない ：：：： ~叫叫
可視デ三回タの定量的な ｝ :: L I 
利用には再較正が必須
OMS・5可鏡データの経年変化 3
再較正結果（GMS-5)? ? …
GMS-5 (2001/4) 
．再較正により、新しい較正テーブルが得られる。
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I 0 器撤とする衛星データ（MODIS)
衛星データからモデル入力を作成
RSTARによりradlar花Eを計算
官事止衛星磁;I健と計算停から厳正怖を.出
JI!"駿立によって得られる厳正予ーブル
エーロゾルの光学的厚さ
ヱー ロゾルの先掌釣厚さ（2001/04)
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検証エ一口ゾルの光学的厚さ
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GMS・5から算出
したエー ロゾル
の光学的厚さ
• GMS-5から算出したエーロゾルの光学的厚さを地上観測値と比較
．過小評価されていたものが、再較正により改善
再較正後のテーブル
空司町田
再較正前のテーブル
・再較正後の方が、値が大きい。
3 
全球データセットの作成
・対象とする衛星
• GMS-5 (80EN160W, 60Stv60N) 
• GOES-10 (165Erv75W, 605"'60N) 
• GOES-8 (135W"'15W, 605"'60N) 
• ME花OSAT-5(3Erv123E, 60Srv60N) 
• METEOSAT”7 (60Wrv60E, 60Srv60N) 
．試験データの作成期間
• 2002年9月
まとめ
．静止気象衛星の可視チャンネルについて
再較正処理を行い、全球データセットの試
験的な作成を行った。
9 
．観測領域の異なる複数の静止衛星に対し
ても、開発した再較正処理の手法を適用で
きることを確認した。
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GOES, METEOSATの再較正
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MεTEOSAT-5 METEOSAT-7 
検軸 ：Digi切｜伽mt（餓測値）
縦紬 Radiance (I十算値）
• GOES, METEOSATIこついても同様の手法を適用
・海面、陸面、水雲の三要素での計算結果には整合性がある
ご清聴ありがとうございました
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